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（ポイント） 

 発達障害のうち注意欠如・多動症（ADHD）児の診断を高感度で予測するこ
とが可能な新しい評価手法を開発しました。 

 抑制課題を遂行している際の子どもの行動および前頭前野の脳血流賦活
変化のデータに機械学習アルゴリズムを用いました。 

 臨床現場では診断補助や治療等の効果判定として、学校現場では早期発見
のためのスクリーニングとして大きく貢献するものと期待されます。 

 

 

（概要説明） 

 熊本大学大学院人文社会科学研究部の安村明准教授らの研究グループは、

ADHD児の診断を高感度に予測する手法の研究発表で、第48回日本臨床神経生

理学会学術集会（2018年11月8～10日）において、優秀演題賞を受賞しました。

本発表は、国立精神・神経医療研究センター、東京学芸大学、東京医科大学、

山梨大学、鳥取大学、久留米大学との共同研究の成果です。 

 

ADHDは不注意や多動性-衝動性という行動面の症状で気づかれる発達障害

（神経発達障害群）の一つです。多彩な症状を示すためにワガママな子ども

と周囲から誤解されやすい一方、学校・職場などの複数の場面での困り感（困

っている気持ち）が増強し日常生活活動に強い支障をきたすことが懸念され

ています。しかし、病気や障害の指標となる決定的なバイオマーカーが未だ

に発見されておらず、その診断に際しては、経験豊かな専門家による主観的

な行動観察にもっぱら頼らざるを得ない現状があります。 

 これまでにADHDは大脳の前頭前野を首座とする抑制機能の障害があること

が多くの研究により示唆されておりました。今回発表した研究は、「逆スト

ループ課題」という抑制機能を調べる課題（抑制課題）を遂行している際の

子どもの行動および前頭前野における脳血流の活動状態の変化のデータを基

に、近年、予測分析の自動化のために実用化の期待が高まっている機械学習

アルゴリズムを用いてADHD児の診断を高感度に予測することのできる手法を

開発したものです。 

 ADHDを含めた発達障害は、加齢とともに精神疾患などの併存障害を伴うこ

とが多いため、早期発見と早期の介入や支援、そして医学的治療が望まれま
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す。しかしながら、簡便な評価方法が確立しておりませんでした。本研究に

より確立された手法により、これまでにない簡便で客観的かつ高感度なADHD

児の診断予測が可能となりました。本研究の成果は、臨床現場では診断補助

や治療等の効果判定として、学校現場では早期発見のためのスクリーニング

として大きく貢献するものと期待されます。 

 この研究成果は、英国の国際科学雑誌「Journal of Attention Disorders」

のオンライン版で、日本時間2017年11月20日午後10時に掲載されたもので、

2018年11月8～10日開催の第48回日本臨床神経生理学会学術集会で発表され

ました。 

 本研究内容は日本国特許ならびに米国特許を取得しています。 

 

 

（説明） 

[背景] 

 発達障害は、対人社会性、行動面、知的発達や運動面における発達に問題

があり、日常生活や社会生活に支障が生じることが懸念されております。し

かし、発達障害の症状は個人差が大きく併存することもあるため診断名を特

定することが困難な場合も少なくありません。最近注目されている大人の発

達障害では、小児期に学校生活や社会の中で支障を持ちながら、原因が発達

障害であることに気づかれず、そのまま孤立したり、生きにくさを感じたり

したまま成人となる場合も経験されます。そのために不安障害やうつ病など

の二次的な障害を併発し、重症化する例も多いことが知られています。 

 一方、発達障害は中枢神経系の機能つまり脳機能の障害が示唆されており

ました。特にADHDでは国内外の研究により抑制機能に関わる前頭前野の働き

の特異性が示唆され、バイオマーカーの候補として期待されていました。そ

こで本研究では、「逆ストループ課題」という抑制課題遂行中の行動および

前頭前野の脳血流の活動状態の変化データを基に、近年、予測分析の自動化

のために実用化の期待が高まっている機械学習アルゴリズムを用いてADHD児

の診断を高感度に予測することのできる手法を開発しました。また、国内の4

地域の計6施設の協力を得た多施設共同研究により、大規模な基礎データを取

得し、予測精度の飛躍的な向上が実現できました。 

 

[研究の内容] 

 ADHDのバイオマーカーの探索のため、抑制課題遂行中の行動及び前頭葉脳

血流動態に機械学習を適用して診断予測精度を検討しました(図.1)。検証の

ために東京都、鳥取県、福岡県、山梨県の共同研究機関から取得したADHD児

170例、定型発達児145例のデータを用いました。その結果、この診断予測は

感度88.7%、特異度83.8％、受信者操作特性（ROC）曲線下面積0.90の高い精

度が得られました(図.2)。これらの結果から、機械学習を適用した抑制課題

の評価法はADHD児の診断補助として有用性が高いことが示されました。 



 

図.1 計測環境と抑制課題 

タッチパネル①の画面に提示される②の抑制課題を参加者に行い、指押しに

よる回答を求める。課題遂行中の前頭前野の脳活動を③のfNIRS（光イメージ

ング脳機能測定装置）により同時計測し、得られたデータについて機械学習

を用いてADHD児の診断を予測する。 

 

[成果] 

 

図.2 ADHDの確率分布およびROC曲線 

左図の縦軸は人数を表します。横軸は中心を境に右に行くほどADHD度が高い

ことを示します。右図は、折れ線より下の面積が大きいほど正確に判別でき

ることを示します。 

 

[展開] 

 本研究手法によって、ADHDの診断が完全に自動化されるものではありませ

ん。診断のため小児科、小児神経科など臨床医の緻密な問診や観察、診察は



これまでどおり必須です。しかしながら診断補助手段として、これまでにな

い客観的で高感度なADHDの診断予測が可能となりました。本成果により、ADHD

診断に際しての専門機関、養育者およびお子様本人への負担が大きく軽減さ

れ、早期発見から早期治療につながる道筋を促進させることが期待されます。 

今後は、治療の効果検証や他の障害との鑑別予測などが期待されます。ま

た、発達による変化や諸外国などの異文化間の差異などの検証が求められま

す。 
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